
岡山県におけるハロートレーニングの実施状況

区分 訓練科 定員 期間 入校者数実績 就職実績

学卒者訓練 ６科

（環境設備工学科、
電気設備科、

自動車整備工学科等）

100人
（160人）
※（ ）内は
過年度入校
者を含む。

１～３
年間

令和６年度  52人
令和７年度  66人

令和６年度 41人
※過年度からの進級者
を含む。

［就職率93.2％］

離職者訓練・
障害者訓練

７科

（塗装科、ケアサービス科、
総合実務科等）

140人 ６か月
又は
１年間

令和６年度  86人
令和７年度   94人

令和６年度 63人

［就職率91.3％］

在職者訓練 23コース

（配管工事、電気工事、
溶接、電気自動車整備等）

390人 ２～３
日間

令和６年度 111人
（14コース）

－

訓練科 定員 期間 入校者数実績 就職実績

２２科(64コース)
介護福祉士・保育士・栄養士・調理師各養成科、

パソコンワーク初級科、
経理事務科、医科医療事務科、

IT活用基礎科 等

958人 ３か月
～

２年間

令和５年度 569人
（46コース）

令和６年度 541人
（50コース）

令和６年度 301人

※令和６年度に開講し、
年度内に終了した訓練

［就職率76.5％］

２ 民間教育訓練機関等を活用した委託訓練  （実績値以外は、令和７年度当初計画）

１ 県立高等技術専門校での施設内訓練    （実績値以外は、令和７年度の状況）
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令和 7 年度第 1 回 岡山県地域職業能力開発促進協議会 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構岡山支部 
岡山職業能力開発促進センター 

ハロートレーニング（公的職業訓練）等の実施状況 
１． 離職者訓練（施設内訓練） 

  

年間 令和 6 年度 令和 7 年度 ※9 月末時点 

定員 
（人） 

応募率 
（倍） 
※３ 

入所者 
（人） 

充足率 

就職率 
※4 

目標値

85％以上 

正社員 
就職率 

9 月末 
定員 

（人） 

応募率 
（倍） 
※３ 

入所者 
（人） 

充足率 

就職率 
※4 

目標値

85％以上 

正社員 
就職率 

離職者訓練計  412 0.87 296 71.8% 89.3% 65.8% 200 0.94 161 80.5% 86.1% 61.8% 

  

標準コース ６科 320 0.84 228 71.3% 88.2% 69.7% 160 0.97 130 81.3% 84.1% 58.6% 
企業実習付きコース ２科 42 0.86 31 73.8% 100.0% 96.2% 15 0.8 10 66.7% 100.0% 80.0% 

ビジネススキル講習 ３科 50 1.04 37 74.0% - - 25 0.8 21 84.0% - - 

 
標準コース：CAD・NC 機械科、溶接技術科、電気設備技術科（入所月：５月、８月、１１月、２月） 
        CAD・ものづくりサポート科、ICT システムサポート科（入所月：7 月、1 月） 

住宅リフォーム技術科（入所月：6 月、9 月、12 月、3 月） 
企業実習付きコース：電気設備技術科（入所月：4 月、10 月）、金属加工技術科（入所月：1 月） 
 
※１ 正社員就職率は、((就業形態が「常用」であって勤め先で「正社員」「正職員」などと呼称される者[人])／(就職者数[人]＋中退就職者数[人]))で算出 
※２ ビジネススキル講習は、本訓練受講前の準備講習として設定し、本訓練を継続して受講していること。 
※３ 応募率のうち、ICT システムサポート科、電気設備技術科（企業実習付きコース）、金属加工技術科は、ビジネススキル講習の訓練受講者の人数を含む。  
※４ 就職率は、訓練終了後の 3 ヶ月経過後の実績。令和 6 年度は年間の実績。令和７年度は９月末に終了後 3 ヶ月経過したコースの実績。 
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令和 7 年度第 1 回 岡山県地域職業能力開発促進協議会 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構岡山支部 
岡山職業能力開発促進センター 

２． 求職者支援訓練 
  令和６年度 令和 7 年度 ※9 月末時点 

認定規模
（人） 

コース数 
（コース） 

認定定員数 
（人） 

認定規模
（人） 

コース数 
（コース） 

認定定員数 
（人） 

基礎コース  120 5 75 120 1 15 
実践コース  396 32 471 396 19 280 
 介護系 75 4 60 75 2 30 

医療事務系 15 1 15 15 1 15 
デジタル系 120 8 120 120 5 75 
その他 186 19 276 186 11 160 

合計 516 37 546 516 20 295 
   認定率 105.8％  認定率 56.5％ 

 
３． 在職者訓練 

 令和６年度 令和 7 年度 ※9 月末時点 
目標値 
（人） 

実施コース数 
（コース数） 

受講者数 
（人） 

達成率 
目標値 
（人） 

実施コース数 
（コース） 

受講者数 
（人） 

達成率 

合計  1,420 195 1,528 100.8％ 1,420 122 1,013 71.3％ 
 ポリテクセンター岡山 730 104 807 110.5％ 730 62 504 69.0％ 

中国能開大 690 91 721 104.5％ 690 60 509 73.8％ 
 
 
 
 



令和 7 年度第 1 回 岡山県地域職業能力開発促進協議会 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構岡山支部 
岡山職業能力開発促進センター 

４． 生産性向上支援訓練 
  令和６年度 令和 7 年度 ※9 月末時点 
  目標値 

（人） 
コース数 

（コース） 
受講者数 
（人） 

目標値 
（人） 

コース数 
（コース） 

受講者数 
（人） 

合計  840 47 1,735 890 40 731 
 うち DX 対応コース 220 30 353 270 25 194 

うちミドルシニアコース 50 17 253 50 15 123 
 
５． 指導員派遣と施設設備貸与 
 

 令和 6 年度実績 
令和 7 年度実績 
※9 月末時点 

指導員派遣延べ人員 22 人 13 人 

訓練延べ人員 2,914 人 2,354 人 

 
 
 



コース数 定員 受講者数 応募倍率 定員充足率 就職率

ＩＴ分野 3 45 28 84.4% 62.2% 55.6%

(-2) (-56) (-33) (16.1) (1.8) (0.0)

営業・販売・事務分野 44 574 487 107.3% 84.8% 68.4%

(1) (-27) (6) (4.8) (4.8) (5.6)

医療事務分野 4 70 40 64.3% 57.1% 80.0%

(-4) (-31) (-32) (-10.0) (-14.2) (1.6)

介護・医療・福祉分野 25 213 113 68.5% 53.1% 91.4%

(0) (-8) (-25) (-16.1) (-9.3) (1.0)

農業分野 1 20 17 150.0% 85.0% 100.0%

(0) (0) (-4) (-15.0) (-20.0) (5.6)

旅行・観光分野 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - -

デザイン分野 7 135 97 106.7% 71.9% 63.0%

(0) (35) (24) (27.7) (-1.1) (-15.7)

製造分野 31 352 237 80.7% 67.3% 90.2%

(0) (-12) (-21) (-10.8) (-3.6) (1.4)

建設関連分野 9 100 79 88.0% 79.0% 75.9%

(3) (28) (13) (-12.0) (-12.7) (-11.6)

理容・美容関連分野 5 75 65 116.0% 86.7% 51.6%

(0) (0) (-4) (-10.7) (-5.3) (-34.4)

その他分野 8 73 52 102.7% 71.2% 69.2%

(1) (8) (-3) (-1.9) (-13.4) (-15.4)

3 45 13 31.1% 28.9% 50.0%

(1) (15) (6) (7.8) (5.6) (50.0)

140 1,702 1,228 92.1% 72.2% 75.1%

(0) (-48) (-73) (-1.3) (-2.1) (-0.2)

18 260 182 95.4% 70.0% 77.9%

(0) (9) (1) (6.6) (-2.1) (1.6)

（前年比）※数値は速報値のため、今後変動の可能性がある。

求
職
者

支
援
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練

（
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礎

コ
ー

ス

）

基礎

合計

（参考）
デジタル分野

総計

ハロートレーニング（離職者向け）の令和６年度実績

１　離職者向けの公的職業訓練の分野別訓練規模

分 野

公
共
職
業
訓
練

（
離
職
者
向
け

）

 
 
 

＋
求
職
者
支
援
訓
練

（
実
践
コ
ー

ス

）

33_岡山

※本資料における用語は、以下のとおり定義しています。

「コース数」

公共職業訓練については、当該年度中に開講したコース及び当該年

度以前から開始し当該年度に実施した訓練コースの数（当該年度以前

に開講し、次年度に繰り越すコースを含む）。

求職者支援訓練については当該年度中に開講したコースの数。

「定員」

当該年度中に開講した訓練コースの定員の数。

「受講者数」

当該年度中に開講したコースに入校した者の数。

「応募倍率」

当該訓練の定員を100とした時の、受講を申し込んだ者の数の倍率。

「定員充足率」

当該訓練の定員に対する受講者数の割合。

「就職率」

訓練を修了等した者のうち就職した者の割合。分母については受講者

数から中途退校者数(中途退校就職者数を除く）等を差し引き、分子に

ついては中途退校就職者を加えている。

「デジタル分野」

IT分野（ITエンジニア養成科など。情報ビジネス科を除く。）、デザイン

分野（WEBデザイン系のコースに限る）等。

用語の定義
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コース数 定員 受講者数 応募倍率 定員充足率 就職率 コース数 定員 受講者数 応募倍率 定員充足率 就職率

ＩＴ分野 1 15 14 120.0% 93.3% 78.6% 2 30 14 66.7% 46.7% 40.9%

(0) (0) (-1) (20.0) (-6.7) (-3.2) (-2) (-56) (-32) (3.9) (-6.8) (-9.1)

営業・販売・事務分野 36 463 392 104.1% 84.7% 73.2% 8 111 95 120.7% 85.6% 39.0%

(-1) (12) (-22) (-11.6) (-7.1) (6.7) (2) (-39) (28) (58.0) (40.9) (-6.0)

医療事務分野 4 70 40 64.3% 57.1% 78.9% 0 0 0 - - 85.7%

(-3) (-16) (-25) (-14.8) (-18.5) (0.5) (-1) (-15) (-7) - - #VALUE!

介護・医療・福祉分野 19 113 67 75.2% 59.3% 92.4% 4 60 24 55.0% 40.0% 76.5%

(0) (-8) (-7) (-5.8) (-1.9) (0.7) (0) (0) (-14) (-40.0) (-23.3) (-7.5)

農業分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

旅行・観光分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

デザイン分野 0 0 0 - - - 7 135 97 106.7% 71.9% 63.0%

(0) (0) (0) - - - (0) (35) (24) (27.7) (-1.1) (-16.7)

製造分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

建設関連分野 3 40 25 77.5% 62.5% 45.0% 0 0 0 - - -

(3) (40) (25) #VALUE! #VALUE! #VALUE! (0) (0) (0) - - -

理容・美容関連分野 0 0 0 - - - 5 75 65 116.0% 86.7% 51.6%

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (-4) (-10.7) (-5.3) (-32.0)

その他分野 1 3 3 133.3% 100.0% 100.0% 0 0 0 - - -

(0) (-2) (2) (113.3) (80.0) (0.0) (0) (0) (0) - - -

求
職
者

支
援
訓
練

（
基
礎

コ
ー

ス

）

基礎 - - - - - - 3 45 13 31.1% 28.9% 50.0%

- - - - - - (1) (15) (6) (7.8) (5.6) (0.0)

64 704 541 94.5% 76.8% 75.4% 29 456 308 94.7% 67.5%

(-1) (26) (-28) (-9.3) (-7.1) (3.4) (0) (-60) (1) (18.5) (8.0) (0.0)

（参考）
デジタル分野 1 15 14 120.0% 93.3% 78.6% 5 105 69 112.4% 65.7% 40.9%

(0) (0) (-1) (20.0) (-6.7) (-3.2) (0) (9) (17) (49.9) (11.5) (-9.1)

（前年比）

２　離職者向けの公的職業訓練の制度別、分野別訓練の実施状況

公共職業訓練（都道府県：委託訓練） 求職者支援訓練

分 野

公
共
職
業
訓
練

（
離
職
者
向
け

）

 
 
 

＋
求
職
者
支
援
訓
練

（
実
践
コ
ー

ス

）

合計

※数値は速報値のため、今後変動の可能性がある。
（注）求職者支援訓練の就職率は令和６年12月末までに終了したコースについて集計。



分 野 コース数 定員 受講者数 応募倍率 定員充足率 就職率 コース数 定員 受講者数 応募倍率 定員充足率 就職率

ＩＴ分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

営業・販売・事務分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

医療事務分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

介護・医療・福祉分野 2 40 22 70.0% 55.0% 100.0% 0 0 0 - - -

(0) (0) (-4) (-10.0) (-10.0) (100.0) (0) (0) (0) - - -

農業分野 1 20 17 150.0% 85.0% 100.0% 0 0 0 - - -

(0) (0) (-4) (-15.0) (-20.0) (100.0) (0) (0) (0) - - -

旅行・観光分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

デザイン分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

製造分野 3 50 32 98.0% 64.0% 89.7% 28 302 205 77.8% 67.9% 90.3%

(0) (0) (-7) (-32.0) (-14.0) #VALUE! (0) (-12) (-14) (-7.6) (-1.8) (0.4)

建設関連分野 0 0 0 - - - 6 60 54 95.0% 90.0% 85.7%

(0) (0) (0) - - - (0) (-12) (-12) (-5.0) (-1.7) (-1.8)

理容・美容関連分野 0 0 0 - - - 0 0 0 - - -

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (0) - - -

その他分野 2 20 12 95.0% 60.0% 60.0% 5 50 37 104.0% 74.0% -

(0) (0) (-3) (0.0) (-15.0) #VALUE! (1) (10) (-2) (-16.0) (-23.5) -

合計 8 130 83 96.9% 63.8% 90.8% 39 412 296 83.5% 71.8% 89.2%

(0) (0) (-18) (-17.7) (-13.9) #VALUE! (1) (-14) (-28) (-7.6) (-4.3) (-0.2)

（参考）
デジタル分野 0 0 0 - - - 12 140 99 80.0% 70.7% 86.3%

(0) (0) (0) - - - (0) (0) (-15) (-25.7) (-10.7) (-1.8)

　
（前年比）

（前年比）※数値は速報値のため、今後変動の可能性がある。

公共職業訓練（都道府県：施設内訓練） 公共職業訓練（高齢・障害・求職者雇用支援機構）



求人ニーズ、求職者ニーズを
踏まえた効果的な職業訓練

＜考えられる検討の方向性＞
・応募倍率が100％を超えて
いる場合には、申込者数に
応じた定員の拡充について
要検討。

求人ニーズの観点からは効果的な訓練と
言えるが、受講者ニーズをとらえ切れてい
ない可能性がある。

＜考えられる検討の方向性＞
・訓練コースが、求職者にとって応募
や受講がしやすい募集日程・訓練
日程となっているか要検討。

・受講勧奨の段階で、訓練コース
の内容や効果に関する周知の
強化について要検討。

受講者ニーズの観点からは効
果的な訓練と言えるが、求人
ニーズをとらえ切れていない可
能性がある。

＜考えられる検討の方向性＞
・求人ニーズに即した訓練内容に
なっているか要検討。

・就職支援策に課題がないか、
強化する必要があるか要検討。

・受講勧奨時に、受講者に必要な
情報が伝わっているか、要検討。

求人ニーズ、受講者ニーズ
双方をとらえ切れていない
可能性がある。

＜考えられる検討の方向性＞
・求人ニーズ、受講者ニーズに即した
訓練内容になっているか要検討。

・就職支援策に課題がないか、強化する
必要があるか要検討。

・訓練コースの周知や受講勧奨に課題が
ないか要検討。

・以上を講じても改善されないときは訓練
コースの縮小を要検討。

指標から分析した改善すべき方向性（令和６年度実績）

応募倍率 「低」
就職率 「低」
ＩＴ
【就55.6％ 応84.4％】
基礎
【就50.0% 応31.1％】

応募倍率 「高」
就職率 「低」
営業・販売・事務
【就68.4％ 応107.3％】
デザイン
【就63.0％ 応106.7％】
理容・美容関連
【就51.6％ 応116.0％】

応募倍率 「低」
就職率 「高」
デジタル
【就77.9％ 応95.1％】
介護・医療・福祉
【就91.4％ 応68.5％】
製造
【就90.2％ 応80.7％】
医療事務
【就80.0％ 応64.3％】
建設関連
【就75.9％ 応88.0％】

農業
【就100.0％ 応150.0％】

応募倍率 「高」
就職率 「高」

全体平均
【就75.1％ 応92.1％】

TSMSZS
2-4


	②-1ハロートレーニング実施状況.pdf
	スライド 1


